
令和6年度 第2回湖西市文化財保存活用地域計画協議会議事録 

 

１  日  時   令 和 6 年 8 月 20 日 （ 火 ）  午 前 10 時 ～ 午 前 11 時 30 分 

２  場  所   湖 西 市 民 活 動 セ ン タ ー 2 階  大 会 議 室 

３  出 席 者   委 員  西 田 か ほ る 委 員 ・ 牧 野 茂 委 員    

永 田 晴 康 委 員 ・ 渡 辺 貢 委 員    

大 林 裕 子 委 員 ・ 二 橋 和 久 委 員 ・ 田 村 隆 太 郎 委 員   

       事 務 局  太 田 英 明 （ 産 業 部 長 ） 

           鈴 木 紀 子 （ 文 化 観 光 課  文 化 係 長 ） 

           大 須 賀 広 夢 （ 文 化 観 光 課 ） 

 

４  公 開 ・ 非 公 開 の 別   公 開 

 

５  傍 聴 者   1 人 有 

 

６  次  第 

【 産 業 部 長 あ い さ つ 】 

【 議  題 】 

（ １ ） 湖 西 市 の 歴 史 文 化 の 特 性 に つ い て （ 事 務 局 説 明 ） 

（ 委 員 ） 「 生 産 」 と い う ネ ー ミ ン グ は 間 違 っ て は い な い が 、 「 モ ノ づ く

り 」 の ま ち と 標 ぼ う し て い る の で 、 な に か い い 言 葉 に し た い 。 

（ 委 員 ） 特 性 は ４ つ の 柱 で 良 い と 思 う 。 細 か い こ と だ が 、 古 代 の 浜 名 橋 

を 「 は ま な の は し 」 と 読 む こ と を 知 っ た 。 「 の 」 と 入 れ た い 。 

原 稿 に は 、 更 科 日 記 や 紀 行 文 な ど に も 浜 名 の 橋 は で て く る こ と な ど 、 

ロ ケ ー シ ョ ン や 歴 史 的 概 要 で 触 れ て ほ し い 。 

ま た 遠 州 の か ら っ 風 は 、 白 須 賀 の 農 業 （ 切 り 干 し 大 根 ） に 影 響 が あ る 

と 考 え る 。 歴 史 的 考 察 を 入 れ ら れ な い か 。 

（ 委 員 長 ） 遠 州 灘 は 、 関 連 す る 文 化 財 が 少 な い 気 が す る 。 

（ 委 員 ） 遠 州 灘 は 無 く て も い い の で は な い か 。 な く て も 湖 西 市 の 特 徴 が

わ か る し 、 タ イ ト ル が 少 し 長 く 言 い づ ら い 。 

（ 委 員 ） 東 海 道 、 汽 船 な ど 東 西 の 横 の 交 通 が 多 く あ る が 、 南 北 の 交 通 網

は あ る の か ？ 

（ 事 務 局 ） 汽 船 は 、 入 出 や 女 河 浦 な ど 東 西 に い っ て お り 、 鷲 津 ― 三 ケ 日

な ど に も あ っ た 。 

（ 委 員 ） 陸 上 交 通 と し て は 、 古 代 鎌 倉 街 道 が あ っ た 。 白 須 賀 は 往 来 が 育

ん だ 文 化 だ と 思 う の で 、 育 む 、 で い い の で は な い か 。 

（ 委 員 ） ネ ー ミ ン グ で 「 関 所 が 育 む 」 は 違 和 感 が あ る 。 



 役 所 が 育 て る も の な の か 、 ま た 「 新 居 関 所 」 な の か 「 新 居 関 跡 」 な の

か を 考 え る べ き 。 説 明 を 聞 く と 「 関 所 よ り 生 ま れ た 」 も の が 多 い 。

「 育 む 」 よ り も 「 生 ま れ た 」 の 方 が い い の で は 。 

往 来 は 「 育 む 」 で よ い と 思 う 。 「 生 産 」 と い う 語 句 も 湖 西 ら し さ が で

る と よ い 。 

（ 委 員 ） 本 文 の 鎌 倉 6 宗 の 記 載 に 誤 り が あ る 。 湖 西 市 は 曹 洞 宗 と 日 蓮 宗 

が 多 い の が 特 徴 。 

（ 委 員 ） ご ぼ ち 凧 を 文 化 財 と し て 入 れ た い 。 

（ 委 員 ） イ メ ー ジ 図 は 計 画 に 載 る か ？ 

（ 事 務 局 ） イ メ ー ジ 図 で な く 、 文 章 に な る 。 

（ 委 員 長 ） ③ ④ が 一 般 的 な ネ ー ミ ン グ で 湖 西 ら し さ が 少 な い 。 ひ と ひ ね

り し た 語 句 が あ る と い い 。 

  

（ ２ ） 文 化 財 の 保 存 ・ 活 用 に 関 す る 目 標 （ 将 来 像 ） 

（ 委 員 ） 目 標 は 良 い と 思 う が 、 方 向 性 が 「 伝 え る 」 よ り も 「 活 か す ・ 広

げ る 」 の 方 が よ い の で は な い か 。 活 か す こ と で 伝 え ら れ る 。 方 向 性 の

ど れ が 欠 け て も 文 化 財 を 守 れ な い 。 

（ 事 務 局 ） 「 伝 え る 」 の 中 に 「 活 か す 」 を 含 む 意 図 で あ っ た が 、 「 活 か

す 」 に 修 正 可 能 。 市 の 目 標 と し て 移 住 定 住 な ど 交 流 人 口 の 増 加 を 目 指

し て い る の で 、 知 っ て も ら い 、 来 て も ら う 、 と い う こ と で 湖 西 市 ら し

さ を だ そ う と 「 伝 え る 」 に し て み た 。 

（ 委 員 長 ） 「 活 か す 」 の 方 が 積 極 的 な 印 象 が あ る と い う こ と か ？ 

（ 委 員 ） そ う で あ る 。 

（ 委 員 ） 「 活 か し ・ 伝 え る 」 と か 。 

  

（ ３ ） 文 化 財 の 保 存 ・ 活 用 に 関 す る 課 題 方 針 

（ 委 員 ） 計 画 が で き る 前 か ら 措 置 は 行 っ て い く か ？ 

（ 事 務 局 ） 既 存 事 業 の 継 続 や 拡 充 な ど 、 で き る こ と は 計 画 前 か ら 行 っ て

い く 。 

（ 委 員 ） 「 伝 え る 」 は 、 措 置 表 の 中 で 既 存 事 業 が 多 い が 、 既 存 事 業 の 効

果 は ど う で あ る の か 。 

（ 事 務 局 ） 観 光 協 会 の HP 閲 覧 数 な ど は 伸 び て い る が 、 関 所 史 料 館 入 館 者 

数 や 景 観 補 助 金 の 使 用 な ど は 数 が 増 え て い な い の で 、 今 後 、 拡 充 の 余

地 が あ る 。 空 き 家 芸 術 祭 や 周 遊 ツ ア ー な ど は 始 め た ば か り で 、 発 展 、

拡 充 は こ れ か ら と 考 え る 。 

（ 委 員 ） 措 置 を 見 る と 、 人 材 、 場 所 、 資 金 不 足 な ど が た び た び 再 掲 で 出

て く る の で 、 体 制 に か か わ る も の を １ つ 方 向 性 と し て だ し て も い い か



も し れ な い 。 県 の 大 綱 も 担 い 手 の 育 成 を だ し て い る 。 他 市 で も 方 向 性

で 調 査 研 究 機 能 の 強 化 や 、 人 材 を 増 や す な ど を 掲 げ て い る 。 担 い 手

は 、 守 る だ け で な く 、 す べ て の 項 目 に か か わ る 。 そ の 方 が 、 表 が 見 や

す く 事 務 局 も 実 施 の 運 営 の 際 に 管 理 し や す い の で は な い か 。 

（ 委 員 ） 豊 橋 市 は 宿 場 や 街 道 が あ っ て 、 似 た 部 分 が あ る の で 地 域 計 画 が

あ れ ば 参 考 に な る の で は な い か 。 

（ 事 務 局 ） 豊 橋 市 は 現 在 作 成 中 で 、 R7 に 完 成 予 定 だ そ う 。 情 報 交 換 は で

き る 。 

（ 委 員 ） 財 源 と 人 が 手 当 で き れ ば 、 い ろ い ろ な こ と は で き る と 思 う が 、

観 光 の 視 点 が 大 切 だ と 思 う 。 地 域 で 歴 史 に 詳 し い 人 が 少 な く 、 日 常 が

忙 し く 歴 史 を 勉 強 す る 機 会 は 少 な い が 、 知 る 機 会 が あ れ ば 勉 強 し た い

と 思 う 。 「 伝 え る 」 を 充 実 し て ほ し い 。 子 ど も へ こ の 計 画 の 概 要 の 通

史 や 講 座 な ど を 通 し 伝 え て ほ し い 。 

（ 委 員 ） 白 須 賀 で 勉 強 会 を 行 っ て い る と 聞 く 。 ど ん な 団 体 が 地 域 で ど の

よ う な こ と を し て い る の か 、 具 体 的 な 事 例 を 文 章 に 加 味 し て 記 載 し て

ほ し い 。 

（ 委 員 ） 方 向 性 は 3 つ で 良 い と 思 う 。 あ ま り 細 か く し な く て も よ い 。 新

規 事 業 で 文 化 財 を 開 拓 で き る よ う に な る と よ い 。 「 伝 え る 」 で も 「 活

か し 伝 え る 」 で も よ い 。 「 知 る 」 「 守 る 」 は 年 数 が 経 て ば 、 失 わ れ

る 。 新 規 事 業 で 指 定 し て 守 っ て ほ し い 。 

（ 委 員 ） 伝 え る 、 の 中 に 、 湖 西 焼 の 普 及 で 昇 り 窯 の 体 験 な ど が で き る と

よ い 。 

（ 委 員 長 ） 具 体 的 と い う 意 見 が あ っ た が 、 地 域 の 保 存 会 や 研 究 会 な ど を

把 握 し て リ ス ト 化 し て 載 せ る と 、 自 分 た ち の 計 画 と い う 身 近 に 感 じ ら

れ る よ う に な る 。 

 

  

【 次 回 日 程 】 

 令 和 7 年 2 月 18 日 （ 火 ） 10 時 ～   


